
＜
Ｚ
Ｏ
‐ご

Ｏ
α
＜
ｍ

Ш
∩

＜
一餞
Ｏ
Ｆ
の
一工
・Ｏ

Ｄ
出
∽
Ｄ
Σ

く
口
〓
Ｄ
〓

ｃ卜
）
０
一Ｃ
邸
輝
´

キ
）
留
′日
、勤
製
⊃
輝
掏
３
塁
測
Ｒ
Ш
鋼
Ｃ
川
二
―
ヽ
一日
製
⊃
一ｍ
糾
拇
ｗ

〓
や
ヽ
てヽ
日
一（
一罫
輝
Ｃ
熙
刹
０
３

一月
バ
旧
）臆
終
゛
ロ
セ
帥

ノ塙
一回
“

ｃ製
⊃
榔
′つ
）
０
糞
〉
佃
眸ｐ
）
［

事
Ｃ
）
⊃
判
＜
キ
‐―
‐
ハ
ヽ
い
釈
ノヽ
・総
粂
∞
岬
３
藤
Ｃ
ζ
轟
係
掏
Ⅷ

う
＜
悩
一▼
体
（
・欲
判
へ
日ヽ
ヽ
。製
⊃
悩
⊃
■
誇
引
ＩＪ
一軽
撚
拇
澳
Ｒ
Ｋ

・一・一
■
Ｃ
□
ｇ
ミ
Ｈ
′ヽ
製
３
０
卸
口
一ボ
ｕ
Ｃ
キ
ーー
ー
ハ
いヽ
Ｒ
／癒
上
К
一

ヽ
ヽ
・年
ク
）
．「．〕
⊃
雨
。製
⊃
悩
纏
側
拇
滞
腿
／つ
朕
）
′つ
０
塁
へ
―
ス
）

、さ
．ヽ二
つイ
一一一
〓
Ｃ
押
學
据
論
ぐ
郷
Ｃ
К
帥
本悩
一く
凶
。製
⊃
悩
３
）
⊃
時

ヽ
や
・一ユ

Ｓヽ
、
休
心
欲
⊇
３
ヽ
ミ
く
弱
ぐ
句
Ｃ
や
匝
洲
／当
一ハ
Ｈヽ
ヽ
・御

。製
、

Ｐ
一ヽ一１
ヽ
一一一、一
・／一
ヾ
ぺ
ｍ
ｐ
掏
墨
廻
「廻
Ｃ
冊
ヽ
／
つ
輌
⊃
警
掏
騨
鴎
螂
Ｃ
ｍ

皿
／
■ヽ
Ｆ
）
一ヾ
一一る
、駒

／⊃
川
「一ｍ
‐Ｊ
一郷
Ｃ
唱
せ
ご
＝
里
畑
駅

。製
⊃
６

引
メ
ニ
下
〓

一Ｉ
匝
ヽ
一⑬
く
可
⊃
′Ｒ
Ｄ
。製
⊃
部
⊃
ひ
製
⊃
剛
認
却
く
ホ

ぬ
く
（三

ヽ
≪
一製
⊃
椰
製
や
回
凶
申

／
一ヽ製
⊃
剛
認
掏
興
傘
黒
幽
‐Ｊ

咄
三

二
＼
一一ヽ）
ｃ製
⊃
悩
⊃
掏
国
市
ヾ
⊃
糎
¨
押
眠
ボ
時
収
弱
留
暖
Ⅸ
悩
一ヽ

。卜
悩
′Ｄ
）
で
〉
掏
く
ボ
Ｃ
用
臣
測
鰍
側
（

一
３
）一．一一
，
長
⊃
悩
ひ
■
やヽ
唱
■
理ヽ
０
悩
拒
¨
ぐ
杓
〉
製
Ｃ
約
超
掏
゛
口
証

ｐ
』

一
ｆ
＃
Ｃ
Ｒ
掏
鞭
留
樋
胆
）
択
―

。製
⊃
部
′つ
）
⊃
咽
糎
米
‐Ｊ
一褐

塙
長
一
．．卜
）
旧
―
轟
留
剖
一ヽ馴
掏
ゼ
蝉
Ｃ
回
畢
判
７
蝉
Ｃ
蝉
終
留
一

囲
０
■
，卜
悩
榊
）
粂
判
〕
や
ヽ
耶
製
ｏ
／Ｒ
旧
「平
Ｃ
Ｏ
［
悩
一響
く
Ｃ
ヽ

国
象
】
⊃

′ヽ

「卜
い

′
４́
口
薔
田
　
　
　
』

一　

ノ
食

目

●

●

〓
０
●
¨

ン
、
●
０

キ準T

〓

一ｔ

〓
■

」３
ヽ
５

３

一
〓
ａ
Ｏ
●
■
■
０
一，
３
●

こ

一

回

０
こ
お

０
〓

ビ
Ｏ
Ｅ

ｏ
ｕ

ヽヽ

判
―
い
Ｈ
ｅ
■
く
醸

田
ヽ

‥

ヽ

や

ヽ

ヽ

ヽ

１
ヽ
ｅ
ヤ
牟
０
３
〓

や
ミ
て
二
、
ヽ
ハ
ヽ

一κ
■
ト
ニ
ヽ
ヽ
▲
ヽ

堅́
‥
燿
。Ｆ
“
３
レ

Π
く
軍
ｅ
ト
ロ
や

も
К
早
゛
ヽ

《
▼慶

ユ
К
■
ト

ヽ
ヽ
▲

レヽ

¨ヽ
―
ヽ
ヽ

ヽ
層
薬
留

ヽ
薇
摯
国
響

ミ
・レ〓
モ
▲

抑一̈
｝“一一〓
一一

L6し
｀
4

朴
賦
陶
Ｃ

ハ
■
祭
上
へ
Ｘ
Ｈ
＝
中

回
ｇ
ミ
Ｈ
ヽ

巡ヽ`
、バ

V
ノ

F

や
ヽ
・・
ム

'●
ヽ

/

ヽ

■/

ノイ
一
ヽ

/

マ
／
ん
く
ソ
′
マ

.|=||●■_..

“
三
０
一
〇
０
』
Ｃ
ｍ

ヽ
っ
ｔ
ｏ
Ｅ
，
ｃ
コ
マ

，

・
一
■

●

．
〓

―

〓

ヽ

卜
齋
二
ヽ
日
ヽ



¬

ヽ
一
一
〓
．ヽ
手
里
脚
興
コ
メヽ

味
赳
Ｃ
「
Ｋ
樵
［
悩
一
‐Ｊ
一購
ヾ
∞
０
一
‥
一
一
一
・・
一́
一
一一・Ｆ
す
ヽ
ミ
網
後
々
く

Ｃ
〉
゛
ハ
／̈Ｒ
〓
味
コ

ン
ヽヽ
捻
）
野
〓
二
・・・
・
‐

一ヽ
三

二
や
ヽ
、行
ヽ
／悩
一押

邸

．^製
⊃
“
ヾ
杓
田
“
堅
―
壼
「
二
―

二
Ｔ
‥

，
Ｉ

〓
二
）ヾ
）
⊃
中
。
製
⊃

協
ヾ
゛
警
′つ
側
里
世
惜
ホ
ロ
や
ミ
ィ
二

一
〓
ｉ
ｆ
ｉ
一
一
一は
Ｃ
ハ
Ｈヽ
ヽ
・御

学
さ
Ｈ

．
製
⊃
）
で
や
悩
Ｌ
や
ｆ

ｉ

二
三

・
ｉ
ｔ
〓
．Ｌ
＝
ヾ
す
Ｏ
ｒ
ノ悩
一ヽ
ヽ

Ｈ
ヽ

・
コ
甲
心
Ｈ

。
製
⊃
悩
い
や

二
一二
耳

一
二
〓一二
．．゙

′Ｒ
掏
同
製
３
）

⊃
暇
Ｋ
粂
興
枢
終
罫
涸

／ヽ

田
，ヽ
　

・
一
一
三ヽ
Ｉ
Ｆ
三
二
争
せ
≪
糖
Ｏ
弱
黒
郷

⊃
／Ｒ
⊃
。
製
⊃
悩
崎
型
〉
脳
悩
五
十
ま
ｆ
ゴ
〓
一　
二
手
Ｈ
Ｃ
国
ぎ
ヽ
、日
ヽ

Ｉ
Ｂ

悩
誇
璽
⊃
膀
‐Ｊ
一廻
「一鯉

徹
゛
口
に
椰
製
ヾ
承
料

ノヤ
゛
Ｖ
＞
・
一
一　
・一ヽ

一
ヽ
二
電
製
や
や
拍
邸
Ⅸ
却
コ
ヽ

擢
論

／
悩
一
、
休
心
欲

。卜
悩
ぺ
■

一
‥

■

・
・，
ミ
Ｃ
山
一ヽ摂
Ｃ
回

／
〉
終
悩
一

）
迷
肛
Ｃ
λ
□
上
シ
ヽ
側
Ｒ
燦
“
■
１
ヽ
二
二
三

十三
Ｃ
ヽ
年
か
徴
掏
ハ
Ｈヽ
ヽ

ｊ
ヽ
一部
⊃
掏
一ヽ

日ヽ
体
・い
―
％
」ヽ
】

鵬
駆
゛
糧
叩

／ｐ
Ｃ
製
０
／硬
製
ｒ
一ヽＴ
一
て
ヽ
―‐
川
体
ハ
ロ
Ｃ
噸
日
駅
製
ヾ

拍
幽
糧
も
一ハ
Ｈヽ
へ
。理
⊃
悩
３
〕
二
■
・二
．ヽ．粂
畢
製
Ｃ
崎
Ｃ
眠
興
攣
悩
一畢

側
製
悩
ノЪ
榊
ｐ
粂
側
同
Ю
〕
・下
く

一一゙
一ヽ
・一ヽ
Ｃ

ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
塙
商
一回
凶
巾

′
〉

⊃
糧
熙
Ｋ
塙
一せ
畔
Ｃ
椰
Ｈ

‥
ヽ
一
三
二
ｆ
瀬
ひ
叩
¨
拇
賢
型

ノ嬰
幽
傘
興
終

留
佃
興
製
や
£
ぐ
‐Ｊ
一畿
響

‥
ヽ
一
三ヽ

・、市
Ю
廻
拇
回
凶
Ｃ
ｏ
Ю
累
Ｃ
畿

ぽ

川

／悩
一や
回
編
饗
押
但
ば
よ
Ｃヽ

■ヽ
．一
一
３
⊃
米
粂
硼
咄
３
⊃
゛
肛
」
鵬
ト

燦
眠
却
起
Ｃ
ホ
ロ
や
全
て

・）一一ヽ、
〓
）
Ｆ
一墨
翠
′Ｄ
Ｏ
〉
３
善
粂
い
ヽ
⊃
Ｃ
椰

幡
「
さ
長
同
も
一ヽ

田
ハ
ー

゛
〓
ミ
■
Ｉ

製
⊃
，
国
市
い
′⇒
掏
Ю
）
側
拇
偽

鞭
や
Ｋ
里
凶
響
製
３
）
´ヽ

・〓
い
ヽ

一判
■
筆
‘燎

。製
⊃
悩
⊃
興
運
却
回
歳

響
押
鯉
Ц
窯
Ｃ
Ｓ
製
Ｃ
〓
一．デ
一一
／
Ｌ
ヽ
休
さ
徴
悩
一ハ
日ヽ
ヽ
・狛
ν
心
Ｈ

。‐Ｅ
ア
、こ

＾
偽
螢
里
霧
止
ヽ
復
唱
挙
Ｃ
“
．鍬
製
終
留
訓
一ヽ

回
）
熙
К

鞭

い
」
Ｃ

ヽ
体

ヽ
・ミ

・
ヽ

‐―

エ
ハ
は

ノ
悩
商
一
一・一，・‘

■
Ｃ

い
ト

ヽ
キ
ハ
Ｋ
／）
佃
酬
い
理
⊃
Ｒ
一彗
（（ヽ
く
К
ＩＩ
ハ
体ヽ
中
粂
雨
〕
一下
）́
．製
⊃
悩
や
杓

墜
釈
や
択
ひ
捻
Ｃ
世
論
却
多
二
一一
Ｅ
梢
鞭
製
窯
塙
一螂
投一一
）ヽ
一
い
〕
。製
⊃
悩

§
⊃
⑬
回は
や
ら
ぶ
Ｃ
ホ
可
三

ミ
て
）
⊃
測
ま
」
躙
製
“
ヽ
一二
ゝ
（ヽ
К
ヽ
か
、
κ́

ハ
Ｃヽ
軽
略
ゃ
日
―
ハ
ヽ
い
Ｒ
】
掟
Ｃ
剖
一ヽゼ
伸
終
も
ヽ
‐千‐
ヽ
一
ヽ
熙
Ｋ
粂
製
⊃

悩
⊃
捻
〉
゛
悩
一印
肛
終
一
一
ぐ
轟

ノぐ
論
Ｋ
靭
週
里
・一・一
三
ヽ
コ
〕
て
、
日
―

田
悩
一ぐ
厠
繊
一
回
Ｒ
Ｃ
＝
∞
∞
∞
一
。製
⊃
榔
誇
製
く
三
十
・丁
一）一
ヽ
０
粂
恒
ζ
校

〕
Ｃ
起
製
い
北
や
さ
窯
終
ａ
ｍ
米
泄
）
や
口
Ｒ
Ｋ
゛

ｏ
■
〓
一
二
派
廻
部

ノ衡
樹

゛
倒
粂
押
旨
Ｃ
゛
Ｓ

。
製
⊃
悩
ひ
ほ
０
０
ひ
や

■
〓
二
三
・３
川
祭
＼
円
（

心
、ヽ

製
⊃
日
佃
塙
一／口
、〓
Ｃ
起

。製
⊃
悩
や
３
一）
＾
■
ミ

■
≡
一叶
粂
国
製
い

卜
ヽ
キ
ヽ
は
ノ誇
判
塁
躙
騒
Ｏ
／Ｑ
Ъ
一＋
熙
ヨ
（二
二
く
≦
（ヽ

い
口
や
ヽ
グヽ
ヽ

鞭^

⊃
）
回
縄
擢
躊

．

ヽヽ
）コ
‐Ｊ
一一
一
「腿
粂
回
＋
ｍ
ト

ニ
ー
は
ヽ
早ヽ
・
ヽ
ヽ
、
ヽ

一′櫛
３
）
０
熙
粂
禦
コ
丁

一慟
′Ｄ
）
ペ
ロ
一
や
ロ
イ

く
拙
］
一８
涎
禦
榊
０

一．一

一範

一ホ
ロ
翠
金
て

／「
一
一
．

・　
■
■

だ
ヽ
⊃
悩

・

・
　

一三
二
二
）
０
％

，
　
一
一■
こ
∞
一
。製

・　

一ｉ
ｔ
ゴ
〓
一（さ
起

。製

一　
・
・
．
〓
Ｉ
Ｎ
Ｋ

／）

Ｉ

二
ｉ
三
三
）
ａ
ｍ
Ｃ

一
●
ュ
や
ヽ
，
ヽ

支

ミ
ト
・゙

、
さ
卜
ヽ
ヽ
二
年
ｆ

↑
鳳
や
ハ
ヽ
グ
ヽ

_  
・
       |||―‐・,多  ́ _    ‐́́‐●ド■・: , lFl

11:II.:∵「11=|‐1謝T灘 :

lll¨
:111爆
駿木

='・・ r =轟 ■11キI

｝・　
「
　
．４

窺

一

ヽ∵

ヽ
　

．

一
　

　

‐
　

．
　

　

一ｒ

■
ご
血

悧|マ…
「11`
1麗LI

「
　
　
．
ヽ一

．

　

　

・

一
・・́
三
ぎ
全
Ｈ
ヽ

″

ヽ
メ
，「

で

`‐  ヽ7 ‐′
ま'「

、ヽ_fヽ=

V

Ｉ

ｊ

一一
（　一一　一一　・　一

彗
・
´
イ

■
．
一
ヽ

一■

■
〓

・
‥
Ｆ

」

１
■
一

一■

√
三

〓
・

一
ノ

一

二
　

一Ｊ

一一

´ヽ _・ ｀ _

´
ヽ

シ″ヽ _
( コ:・
｀
リ
ニ

″
`■

．●
■

柳||,,||

_2

碑̈
∪「

卍
Ｅ
一
一

口
一・́

`

輌

L

・・了
=
イ歯

“

:

エ

澤

ｒ
Ｆ
ト
ー
‐



¬

坂道とカザ・ララールトゥ

ブガデラの回廊は、螺旋状の坂道と大きく大胆な
形をしたスパイラルの柱まで続きます。それらが非
常にエレガントな構造を作り出していて、高さは2

段階あり、上部のバルコニーとつながつています。
カザ・ララールトウの家は、グエル公園を創るため
に購入した土地にありました。この建物はもとの伝
統的な様式を残し、ガウディは家族とエウゼビ・グ
エルの住居のみを統合するために改修をしました。
1931年 に公園は公共スペースとなり、ブルディリ・

レイシャック市立学校へと変わりました。

◆

ブガ デラ (洗濯 女 )の回廊            |
非常にガウディらしい鉄の扉が庭から、カザ・ララールトウと言

|

い農家の邸宅へ私達を導いてくれます。道の反対側上部の壁に固|
れた柱廊が見えます。手を加えていない石で造られていて、大剖
斜面に上手く統合されています。その外部は控え柱が並んでお
そのうちの1つはブガデラ(洗濯をする女性)として知られてい|

かぬけない女像柱です。彼女は家事の道具を持つています。   :

◆

洗濯女の回廊。1928年
IAAH.Arxiu Mas

バルディリ・レイシャック小学校、第二共和国時代、1931。
AEBR

諸 セスサン→社ゼッ
プ,ダ参ラ3ふンターニャ燿:リ 匁̈

劣

グ五ル公嚢。
手
~司
ブ
｀
ノ舞

毎 一 ― 一二 / /4

ゾーンのな見学

◆

σ

入国とコンセルジュ

公園のメインの入自には、力
ザ・ヴィセスに由来する鉄の
間があり、これはカウディの
主要な作品の 1つです。端と

端に2つの霧馨榛があり、新興住
宅の管理人室となつていまし
た。2榛とも大変個性的で、陶
器のトランカディで覆われて
います。左側は、都市に訪れ
るお客様を迎えしたり、待合
室とするためのコンセルジュ

として発案され、現在売店。

書店となつています。
またトランカディスは、ガウ
ディの非常に愛した装飾方法
で、陶器の破片を表面に貼り

付けたものです。瓦礫や使わ
れていないものを頻繁に使い

ました。

グエル公園の入り口、1910年。AFB

F電機の家

この新興住宅のF5番の家は、グIEル公園
のメインエントランスの右にあ

'ブ

、1901

年から1903年に建てられました。現在は
バルセ圏ナ市歴史博物館の一部となつて
し`ます。質素なガウディの少ない作品の 1
つで、実用的で簡素で、しかし形の豊か
さがあり、特にカタルーニャの丸天丼を

使用してしヽます。

エウゼビ・グエル、階段の前で、1915年8月 31日。BC

カタルーニヤの丸天丼またはレンガの丸

天丼は、伝統的な建築技術で様々な形に

対応できる複数のレンガの層で作られた

ものです。ガウディと他のモデルニスム

の建築家達は、外見が良く、それでいて

建設的なものを利用していました。

アクセスオ:

モ三

入E
のよ´

てい

にな

柱室

きま
~

た

“

◆

ス回―ブ、1908年◎個人所有。バルセロナ。
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ガウディは、建築と自然建築と自然の対話をダイナミックで驚異的な

方法で成り立たせ、この2つの要素の持つ力をお互いに強めました。

これ1)(上ないくらいに様々な構造と素材、たくさんの象徴的な表現を

用いて、唯一の世界を創り上げました。

燿鮭 アクセスラ→十ゥージ農場
――――

ラ・ナトゥーラ広場

ギリシャ劇場、またはラ・ナトゥーラ劇場として知られ

ている平地は、行事用の野外劇場として造られました。山

の形に統合した公園の他の場所と違い、山を削つた場所に

広場があり、多柱室に支えられています。広場を囲んだ

波打つたベンチは、ジユゼップ。マリア・ジュジョールに

よつて1910年から1914年 に設計されました。組み立て式の

コンクリートブロックにトランカディスと円い柱の陶器破

片が装飾されています。
20世紀初頭には、スポーツ行事や気球の離陸地点、社会

的な様々な行事のための広場となりました。また最もよ

く一般的にカタルーニャの大衆文化デモやカタルーニャ主

義者達の行事のために使われました。

以前の市の百六 三ヽ、三イ■ス手_AHU

オーストリアの庭

住居を作る予定だつた区画で、複

合住宅ゾーンとして考えられました

が、1926年 にバルセ回ナ市庁が公園と

して開放した時には市立の国芸場と

なっていました。70年代には、リュイ
ス・リウドーによつて花壇が作られ庭
へと姿を変えました。庭の名前は、オ
ーストリア曲来の本が寄員曽されたこと

によると考えられます。

グエル公園が集合住宅地だつた頃に

建てられた2軒の家が遠くから見えま

す。白い家はジュリ。バッリェベイの

造ったカザ・トリアスです。カザ。モ

ストラ (モ デルハウス)は フランセス

ク・バランゲーの造つたピンクの家で
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天丼は小さなドームになっていて、カタルーニャの丸天

丼の技術により平らなレンガで造られ、トランカデイスで

装飾されてます。キーストンのような天丼ハネルも使用さ

れています。ガウディの協力者ジュゼッフ・マリア・ジュ

ジョールによつて設計され、並外れた素材と形と色を使っ

ていてまるでシューレアリストの前兆のようです。
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玄関前階段の上部、1934年
⑥ Francesc Gass6.AMDG

ュメント階段

にある広場から始まる階段は、上部が砦
)になつた2枚の凸状のこぎり壁に囲まれ
にす。さらに右側は柱のように円し`広場
)ています。この階段は2つ に分かれ、多
てた
'ま

柱のホールと呼ばれる場所へと続

「。ここ,よ上部から中央軸に水を貯める
の場所でもあります。

多柱室、1920年から1930年
C)Angel Toldra Viazo′ editor AFB

この階段にはたくさんのディテールがありま

す。例えばグロテスクの美術様式のとつぴな

形を思わせるものは、住宅地を作る際に発見

された洞窟を想起させます。またトランカデ

ィスで装飾された彫刻の要素が上部にあり驚

かされます。 まずカタルーニヤの紋章の上に
頭が蛇の形をした噴水が見られます。続いて

色とりどりのドラゴン、またはサンショウウ

オが現れます。さらに上部には3匹の蛇ような

多柱室の外部

この空間には天丼があり、筋をつけた26本の柱がありま

す。ドーリス式で伝統様式のエンタブラチユアの上部飾り

があります。特徴的な軒蛇腹、突起の上には、大変強い対

比のある形と色をした白い陶器のベンチがある広場が設置

されています。

外部の柱はエンタブラチュアとともに斜めになつてい

て、波を打つた動きは伝統的な構成方法と全く真逆の造り

で、構造の役割に対する認識を強め、全体に強い特徴を与

えています。
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グエル公園でのダンスc1911年 11月
◎Frederic Ba‖ e‖ AFB
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